
　

川
路
さ
ん
は
、
素
材
の
配
合

を
幾
度
も
テ
ス
ト
し
、
ガ
ラ
ス

成
分
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
磁
器

「
新
燃
き
ら
め
き
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

を
完
成
さ
せ
た
。

　

原
料
で
あ
る
火
山
灰
は
、
硬

質
で
尖と

が

っ
て
い
る
た
め
、
手
を

傷
つ
け
た
が
、「
ふ
る
さ
と
の

た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
を
」

と
、
川
路
さ
ん
は
ひ
と
つ
ひ
と

つ
復
興
の
願
い
を
込
め
て
丁
寧

に
作
っ
て
い
る
。

　

出
来
上
が
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ

は
、
被
災
し
た
現
場
の
方
々
に

よ
り
梱
包
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
販
売
。
経
費
以
外

の
全
て
の
利
益
を
、
復
興
支
援

金
と
し
て
寄
付
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
の
た
め
に

今
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を―

小人
林

小人
林

小人
林
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火
山
灰
を
利
用
し
た
磁
器
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
作
成
す
る
陶
芸
家

川か
わ
じ路

庸よ
う
ざ
ん山

さ
ん
を
訪
ね
、
夷
守

へ
向
か
っ
た
。
コ
ス
モ
ス
牧
場

の
手
前
か
ら
脇
道
に
入
る
と
、

庭
先
が
広
く
、
見
渡
し
の
よ
い

場
所
に
出
た
。
南
九
州
唯
一
の

陶と
う
じ
き

磁
器
専
門
工
房
「
庸よ

う
ざ
ん
が
ま

山
窯
」

だ
。

　

店
内
に
は
、
有あ

り
た
や
き

田
焼
の
特
徴

で
あ
る
透
き
通
る
よ
う
な
純
粋

な
白
の
和
食
器
、
照
明
な
ど
が

並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
独

特
の
存
在
感
を
出
す
赤
褐
色
の

食
器
が
目
を
引
い
た
。「
新
燃

岳
の
火
山
灰
を
混
ぜ
た
磁
器
で

す
。
焼
く
と
こ
う
い
っ
た
色
に

な
る
ん
で
す
」
と
川
路
さ
ん
は

話
す
。

　

川
路
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、

佐
賀
県
有
田
市
の
有
田
窯よ

う
ぎ
ょ
う業

大
学
校
で
陶
芸
の
基
礎
を
学
ん

だ
。
そ
の
後
、
日
本
各
地
、
メ

キ
シ
コ
に
遊
学
。
感
性
に
磨
き

を
か
け
、
市
内
へ
移
住
、
現
在

の
工
房
を
か
ま
え
た
。

　

火
山
灰
を
利
用
し
た
磁
器
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
作
る
に
あ
た
り
、

川
路
さ
ん
は
高
原
町
の
友
人
で

あ
る
吉よ

し
む
ら村

司つ
か
ささ

ん
と
構
想
を

練
っ
た
。

住所：小林市細野5740-478
電話番号：0984-25-0144
ホームページ：http://www.miyazaki-cci.
net/youzangama
磁器だけでなく、川路さんがデザインする帽
子も販売。絵付体験もできる。

陶磁器工房　庸山窯

川路 庸山 さん
　幼少の頃から創造力が豊かであったとい
う川路さんは宮崎市生まれ。陶芸家北

きたおおじ

大路
魯
ろさんじん

山人に感銘を受け、自作の器に料理を盛り
たいという夢を持ち、陶芸の道へ。メキシコ
へ渡り、現地の人と文化に触れた際に「精巧
に作るだけでなく、意味や感覚的なものを込
める」というヒントを得て、伝統的で精巧な
磁器に「くずし」を入れる独特の手法をとる。
現在は、宮崎県工芸協会副会長、県美術協会
理事を務め、福祉施設の商品に帽子のデザイ
ン等の提供（ハロー・アーティスト事業）を
行うなど、活動の場を広げている。

新燃きらめきストラップ 
　新燃岳の火山灰を使用し、川路さんが復
興への想いを込めて、ひとつひとつ手作り
で仕上げたストラップ。プレート山型タ
イプとハート型タイプの２種類。http://
sinmoe.web.fc2.com/ で購入できる。
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